
１月１日に発生した能登半島大地震に始まった令和６年でした。いまだに避難生活を余儀なくされ

ていらっしゃる方もたくさんおられます。心からお見舞い申し上げます。一日も早く復興できること

を祈っています。 

令和５年度も残りあと１か月となりました。ひなたレターの作成が遅れましたことを重ねてお詫び

申し上げます。ホームページには、今年度どのような活動を行ったかを掲載しています。ぜひホーム

ページを覗いてみてください。 

アドレスは、https://hinata.xii.jp/  です。 

第３回理事会 
第２回理事会を行いました。報告事項、協議事項は以下のとおりです。 

日時 令和５年１２月１７日(日) １５：００～１７：００ 

会場 宮崎県校長会館 

１ 報告 

(1) 会報第２号 

(2) 第６５回全国社会教育研究大会宮崎大会宮崎県生涯学習実践研究交流会 

(3) 「やってみよう！地域活性化応援事業」の指定２団体の近況 

(4) 予算執行状況 

 ２ 協議 

(1) 令和６年度「やってみよう！地域活性化応援事業」 

(2) 今後の計画 

(3) 事務局業務について（会員管理・会費管理システム導入の可否） 

(4) 令和５年度総会での懸案事項 

(5) 令和６年度の役員改選 

 ３ その他 

※ 第４回理事会は、３月１０日（日）１５時３０分より宮崎県校長会館で開催します。主な協議内容は、(1)

令和５年度事業報告及び会計報告(2)令和６年度事業計画（3）令和６年度「やってみよう！地域活性化応援事

業」応募団体等審査となっています。 

 

第６５回全国社会教育研究大会宮崎大会 
「つなぎ・つながり・つなげよう！未来へのたすき！！～日本のひなた宮崎から始まる明日の社会教育～」を

大会スローガンに、「笑顔あふれる地域を創る社会教育の実践」を研究主題として、１１月９日（木）～１０日

（金）に、宮崎市民文化ホールを中心に開催さ

れました。 

９日のシンポジウムは、「誰もが生きがいを

感じられる地域社会の実現～社会教育の学びを

生かし、人と人をつなぐ～」と題して行われ、

会長の竹内一久がシンポジストとして登壇しま

した。また、その夜にニューウェルシティ宮崎

で行われた情報交換会では、会長の竹内が司会

進行を行い、大いに盛り上げました。 

ひなたネットワークのホームページにも掲載

してありますので、是非チェックしてみてくだ

さい。 



有効に活用していただいています 
今年度「やってみよう！地域活性化応援事業」の補助金を活用して、宮崎花ふぶき一座さんと地域交流サロン

たんぽぽさんが精力的に活動をしていただいています。１年間の成果については、宮崎花ふぶき一座さんには、

５月に福岡県で行われる第４１回中国・四国・九州地区生涯教育実践研究交流会で実践発表をしていただきま

す。地域交流サロンたんぽぽさんには、宮崎県生涯学習実践研究交流会で事例発表をしていただく予定です。 

 ★宮崎花ふぶき一座の活動★ 

 １２月１日（金）の午後７時３０分から行われ

たチンドン宮崎花ふぶき一座の花ふぶき笑劇場に

行ってきました。寒い夜でしたが、チンドンから

新たな元気をもらったように感じました。心がほ

っかりする楽しい公演でした。 

★座長宮田わかなさんへのインタビュー 

◆花ふぶき笑劇場をはじめようと思ったのはどう

してですか？ また、これからの活動をどう進め

たいですか？ 

●人を笑顔で元気にしたいという思いでチンドン

をやっています。その思いを形につくっていきた

いと思ってこの笑劇場をはじめました。 

 チンドンをやっている最中には、お客さんとの

ふれあいや他との協演などのチャレンジができません。この笑劇場では、遊び感覚で、いろいろなチャレンジも

させてもらっています。 

★地域交流サロンたんぽぽの活動★ 

令和５年も押し迫った師走１２月２７日に、宮崎市の跡江地区になる農業法人宮崎アグリアートをお借りし

て、行われた「みんなでわくわく農業体験」に行ってきました。 

 今回のメインの活動は、お正月前ということで、餅つきです。臼と杵でつく訳ではありませんが、火起こし、

お米を蒸す作業、丸める作業を子ども達みんなも体験しました。 

↑お餅をまるめているところ 

←餅米を蒸しているところ 

◆川瀬さんのお話 「この事業の狙いとは？」 

●自然を通して一からお餅を作る活動やお野菜を種から植えて収穫までの活動のような自然の体験を行う事によ

り、子どもたちの感性とか五感などを育んでいく経験がそこから得られたらいいかなと思うことと、その体験

が、子どもたちの自立とか成長につなげることができたらいいなという思いで、今回活動させてもらってます。 

◆「今後の活動について」 

●今回のような農業体験や木工体験などの体験活動等のイベントを通して、毎月やっている子ども食堂や学習支

援等の活動をもっと広げていければいいと思っています。 

 

＜編集後記＞ 今回は、花ふぶき一座とたんぽぽさんの活動の現場に、取材に行ってまとめてみました。とても

楽しい活動で、皆さんの笑顔に、逆に元気を頂きました。今後の展開も楽しみです。３月にも取材に行きます。

両団体の活動は、ホームページで詳しく紹介していきますので、ぜひ、ご覧下さい。（椨） 


